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剪せ
ん
て
い定

技
術
体
系
を
確
立

　

中
山
金
作
は
明
治
十
九
年

（
一
八
八
六
）
十
一
月
十
六
日

岡
部
町
内
谷
に
中
山
儀
市
の
四

男
と
し
て
生
れ
ま
し
た
。
明
治

三
十
八
年
、
静
岡
県
立
農
学
校

（
磐
田
農
高
）
を
卒
業
後
、
志

太
郡
農
会
の
農
事
監
督
補
と
し

て
農
業
指
導
生
活
の
第
一
歩
を

踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

明
治
四
十
年
か
ら
三
年
間
、

愛
知
県
の
園
芸
家
若
林
高
久
氏

に
師
事
し
て
剪
定
そ
の
他
の
技

術
指
導
を
受
け
、
中
山
式
剪
定

法
（
志
太
式
）
と
称
さ
れ
る
剪

定
技
術
体
系
を
確
立
し
ま
し
た
。

　

ま
た
当
時
の
ミ
カ
ン
農
家
に

脅
威
を
与
え
て
い
た
病
虫
防
除

に
も
多
大
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

　

大
正
二
年
、
志
太
郡
柑
橘
同

業
組
合
技
術
員
、
大
正
十
一
年
、

庵
原
郡
柑
橘
同
葉
組
合
技
術
員

を
経
て
、
昭
和
二
年
、
志
太
郡

柑
橘
同
業
組
合
技
術
員
と
な
り

《
剪
定
手
養
成
講
習
会
》
を
創

設
。
戦
前
、
剪
定
手
の
認
定
証

者
は
三
百
余
名
に
及
び
、
志
太

郡
の
柑
橘
技
術
面
に
あ
た
え
た

貢
献
は
、
は
か
り
知
れ
ぬ
も
の

が
あ
り
ま
し
た
。

多
く
の
「
剪
定
手
」
を
養
成

　

戦
後
は
《
柑
橘
栽
培
指
導
員

養
成
講
習
会
》
を
創
設
し
て
数

多
く
の
優
秀
な
柑
橘
青
年
を
養

成
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

志
太
郡
下
か
ら
優
秀
な
栽
培
家

を
選
抜
。
二
～
三
年
に
わ
た
り

柑
橘
技
術
、
理
論
を
研
修
さ
せ
、

柑
橘
栽
培
技
術
者
・
中
山
金
作

中
山
式
剪
定
法
の
確
立
と
普
及

静
岡
み
か
ん
の
技
術
向
上
に
尽
力

　

昭
和
二
十
九
年
、
第
一
線
を

退
い
て
か
ら
は
『
静
岡
県
柑
橘

史
』
の
編
集
に
捧
げ
、
膨
大
な

資
料
の
収
集
と
取
材
に
奔
走
し
、

同
著
完
成
の
重
要
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
金
作
の
尽
力
は
衆

目
の
認
め
る
も
の
と
な
り
、
昭

和
二
十
九
年
、
産
業
功
労
者
と

し
て
知
事
表
彰
を
受
け
、
翌

三
十
年
に
は
、
国
よ
り
黄
綬
褒

章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　

黄
綬
褒
章
の
褒
章
の
記
に
は
、

「
多
年
柑
橘
の
生
産
技
術
の
研

究
指
導
に
努
め
て
中
山
式
剪
定

法
を
普
及
し
又
松
脂
機
械
油
乳

剤
工
場
を
設
立
し
て
害
虫
の
防

除
に
寄
与
し
た
。
ま
こ
と
に
業

務
に
精
励
し
衆
民
の
模
範
で
あ

る
。
よ
つ
て
褒
章
条
例
に
よ
り

黄
綬
褒
章
を
賜
つ
て
、
そ
の
善

行
を
表
彰
せ
ら
れ
た
」
と
あ
り

ま
す
。　

蓮
華
寺
池
畔
に
頌
徳
碑

　

ま
た
、
昭
和
二
十
九
年
、
蓮

華
寺
池
畔
に
、
志
太
郡
下
数
千

名
の
ミ
カ
ン
栽
培
家
に
よ
っ

て
頌
徳
碑
が
建
立
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
三
十
八
年
急
性
肺
炎

の
た
め
死
去
。
辞
世
は
「
わ
れ

逝
か
ば　

み
か
ん
園
の
土
と
化

し　

根
ば
り
丈
夫
に　

み
の
り

豊
か
に
」
で
し
た
。
そ
の
句
碑

が
、
翌
三
十
九
年
、
頌
徳
碑
の

か
た
わ
ら
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
金
作
の
生
ま
れ
た
岡

部
町
内
谷
の
中
山
家
と
は
、「
ゴ

ン
父
」
で
有
名
な
中
山
儀
助
氏

の
家
の
こ
と
で
す
。

志
太
温
泉
・
潮
生
館

三
日
間
と
も
大
盛
会
で
し
た
ね

　

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
川

家
最
大
の
謎
で
あ
る
「
花
蔵
の

乱
」
を
近
年
の
文
献
史
学
と
最
新

の
城
郭
縄
張
研
究
を
も
と
に
解
き

明
か
そ
う
と
い
う
も
の
で
、
前
半

の
二
日
間
は
現
地
を
歩
き
、
最
後

の
日
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
静
大

名
誉
教
授
の
小
和
田
先
生
、
市
史

編
纂
委
員
の
前
田
先
生
、
古
城
研

究
会
か
ら
会
長
の
水
野
と
私
が
パ

ネ
リ
ス
ト
に
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
前
藤
枝

市
長
の
松
野
さ
ん
で
し
た
。
会
場

と
な
っ
た
藤
枝
エ
ミ
ナ
ー
ス
の
ホ

ー
ル
が
一
杯
で
し
た
。

 ＂
花
蔵
の
乱
＂
に
つ
い
て

　

天
文
五
年
（
一
五
三
六
）、
今

川
家
八
代
当
主
の
氏
輝
と
次
男

の
彦
五
郎
が
同
じ
日
に
亡
く
な

っ
た
の
を
発
端
に
、
五
男
で
す

が
正
室
腹
の
今
川
義
元
と
三
男

で
あ
る
が
側
室
腹
の
玄
広
恵
探

と
が
家
督
を
争
っ
た
戦
い
で
す
。

恵
探
は
今
川
家
ゆ
か
り
の
花
倉
遍

照
光
寺
（
現
徧
照
寺
）
に
い
ま
し

た
。
戦
い
は
駿
府
で
始
ま
り
、
最

後
は
花
倉
城
が
攻
撃
さ
れ
、
恵
探

は
山
伝
い
に
瀬
戸
谷
に
逃
げ
て
再

起
を
図
ろ
う
と
し
た
も
の
の
、
普

門
庵
で
わ
ず
か
な
近
臣
と
共
に
自

刃
す
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
こ

の
乱
の
攻
防
が
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
た
の
か
を
、
最
近
見
つ
か
っ
た

城
跡
や
縄
張
研
究
の
観
点
か
ら
見

直
そ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。

新
発
見
の
陣
城
遺
構
に
つ
い
て

　

国
を
二
分
す
る
よ
う
な
戦
い
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
戦
い
の
た
め

の
様
々
な
陣
場
や
砦
が
あ
っ
た
に

違
い
な
い
と
思
い
、
郷
土
史
料
や

地
域
の
伝
承
を
元
に
こ
こ
は
と
思

わ
れ
る
葉
梨
城
（
花
倉
城
）
周
辺

の
山
々
を
歩
き
回
り
ま
し
た
。
特

に
駿
河
記
に
あ
る
コ
ッ
チ
番
・
向

番
や
葉
梨
村
々
誌
に
あ
る
遠
見
番

所
な
ど
を
探
索
し
た
わ
け
で
す
。

　

発
見
し
た
陣
城
遺
構
の
縄
張
図

を
作
成
し
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
争
点
と
し
た
ん
で
す
。

今
後
の
目
標
は
何
で
し
ょ
う
か

　

こ
の
「
花
蔵
の
乱
」
を
も
っ
と

追
究
し
ま
す
が
、
志
太
榛
原
地
域

に
は
、
南
北
朝
争
乱
期
に
関
わ
る

城
砦
も
多
い
の
で
縄
張
調
査
を
継

続
・
整
理
し
、
私
な
り
の
考
察
を

発
表
し
た
い
で
す
。

＂
花
蔵
の
乱
＂シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

一
月
九
・
十
・
十
一
日
藤
枝
に
て
開
催

　

国
道
一
号
線
バ
イ
パ
ス
の

谷
稲
葉
イ
ン
タ
ー
近
く
に
志

太
温
泉
・
潮
生
館
が
あ
り

ま
す
。
創
業
明
治
二
二
年
の

老
舗
旅
館
で
す
。
平
成
一
六

年
、
昭
和
八
年
に
新
築
さ
れ

た
「
香
梅
荘
」
と
昭
和
一
四

年
に
改
築
さ
れ
た
「
本
館
」

が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に

な
り
ま
し
た
。
県
中
・
西
部

の
宿
で
は
た
だ
一
軒
で
す
。

　

見
ど
こ
ろ
は
本
館
一
階
廊
下
の

「
無
節
の
松
材
」。
全
館
の
百
日

紅
、
梅
、
桜
、
桑
な
ど
ク
セ
の
多

い
自
然
木
を
巧
み
に
配
し
た
意
匠

や
二
階
の
一
五
ｍ
弱
の
接
ぎ
目
の

な
い
杉
の
梁
な
ど
が
見
事
で
す
。

ま
た
、
数
奇
屋
の
趣
た
っ
ぷ
り
の

別
館
「
香
梅
荘
」
は
、
窓
、
欄

間
、
唐
紙
な
ど
「
梅
」
が
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
て
、
薄
紅
色
の
漆
喰

壁
な
ど
味
わ
い
が
あ
り
ま
す
。

講
習
修
了
者
に
は
、《
柑
橘
剪

定
手
》
の
認
定
証
を
与
え
、
一

般
栽
培
家
の
技
術
指
導
を
は
か

り
ま
し
た
。

　

特
に
昭
和
以
降
、
静
岡
み
か

ん
の
生
産
技
術
急
速
な
進
歩
の

過
程
で
、
金
作
の
人
材
養
成
が

果
た
し
た
役
割
は
素
晴
ら
し
い

も
の
で
し
た
。

　

昭
和
十
九
年
よ
り
静
岡
県
農

業
会
技
師
と
し
て
、
志
太
支
部

に
駐
在
。
同
二
十
一
年
三
月

三
十
一
日
定
年
に
よ
り
退
職
し
、

以
後
も
静
岡
県
果
実
協
会
技
師
、

静
岡
県
柑
橘
販
売
農
業
協
同
組

合
連
合
会
技
師
と
し
て
志
太
支

部
に
駐
在
し
ま
し
た
。

静
岡
県
柑
橘
史
編
集
に
尽
力

◀
蓮
華
寺
池
公
園
の
頌
徳
碑

平
井  

登

静
岡
古
城
研
究
会
・
事
務
局
長
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①
勝
草
橋
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
か
つ
て
は
石
橋
で
、
そ

の
一
部
が
藤
枝
市
文
学
館
横
に

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
川
国
夫
の
初
期
の
作
品

『
初
冬
』
に
は
、「
白
い
石
の
橋
、

こ
こ
か
ら
も
う
隣
り
町
で
あ
る
。

私
は
塵
一
つ
無
い
明
る
い
橋
の

上
を
か
け
て
行
く
と
、
た
も
と

で
立
ち
止
ま
っ
た
」。
『
悲
し
み

の
港
』
に
は
「
瀬
戸
川
の
橋
を

越
え
た
と
こ
ろ
で
、
私
は
静
枝

夫
文
学
碑
と
誠
の
像
が
建
っ
て

い
ま
す
。
商
店
街
と
高
校
の
中

ほ
ど
の
道
を
東
に
向
か
い
し
ば

ら
く
歩
く
と
、
小
川
国
夫
が
散

歩
の
途
中
に
よ
く
立
ち
寄
っ
た

⑲
喫
茶

・
葦
が
あ
り
ま
す
。

　

藤
枝
東
高
校
の
二
〇
〇
ｍ
ほ

ど
北
に
藤
枝
静
男
の
菩
提
寺
⑳

岳
叟
寺
が
あ
り
ま
す
。
藤
枝
静

男
建
立
の
勝
見
家
の
墓
は
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
氷
河
の
底
に
眠
っ

て
い
た
石
を
使
っ
た
重
厚
な
も

の
で
、
毎
年
四
月
中
旬
、
藤
枝

静
男
墓
前
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

再
び
、
旧
東
海
道
に
戻
り
、

交
差
点
近
く
に
㉑
中
国
文
学
者

岡
本
隆
三
の
生
家

「
泉
屋
呉
服

店
」
が
あ
り
ま
す
。

　

商
店
街
を
西
に
行
く
と
大
黒

に
言
い
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

池
波
正
太
郎
の
作
品
に
登
場

す
る

『
藤
枝
梅
安
』
は
、
上
伝

馬
が
出
生
地
で
す
。
瀬
戸
川
を

下
る
と
左
手
に
あ
る
②
正
定
寺

は
梅
安
の
預
け
ら
れ
た
寺
で
す
。

　

正
定
寺
か
ら
東
に
行
き
、
信

号
を
越
え
る
と
上
伝
馬
で
す
。

信
号
か
ら
二
〇
ｍ
先
、
交
番
の

手
前
の
駐
車
場
は
、
明
治
の
歌

人
③
小
野
庵
保
蔵
の
生
家
跡
で
、

小
野
庵
と
い
う
蕎
麦
屋
が
あ
り

天
が
あ
り
、
そ
の
向
い
側
に
㉒

大
正
亭
や
㉓
養
命
寺
と
い
っ
た

作
品
の
雰
囲
気
を
伝
え
る
店
や

寺
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
周
辺
に

は
、
藤
枝
静
雄
や
加
藤
ま
さ
を
、

長
唄
の
名
手

・
芳
村
伊
十
郎
の

生
家
が
点
在
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
西
に
行
き
、
小
川
国

夫
邸
の
手
前
に
寿
司
店
の
㉔
魚

宗
と
㉕
柊
屋
と
い
う
蕎
麦
屋
跡

が
隣
り
合
っ
て
い
ま
す
。
若
い

立
原
正
秋
が
、
小
川
国
夫
を
訪

ね
た
折
り
立
ち
寄
っ
た
蕎
麦
屋

で
、
隣
の
魚
宗
は
、
小
川
国
夫

作
品
に
登
場
し
、
清
水
次
郎
長

の
兄
弟
分
長
楽
寺
清
兵
衛
ゆ
か

り
の
店
で
も
あ
り
ま
す
。

　

小
川
邸
裏
側
に
は
㉖
長
楽
寺

が
あ
り
ま
す
。
平
安
時
代
に
お

ま
し
た
が
現
在
は
看
板
の
み
が

残
っ
て
い
ま
す
。「
軒
行
燈
に
／

灯
を
つ
け
に
つ
つ
こ
し
方
の
／

追
想
も
消
し
て
／
家
に
い
り
た

り
」（
『
そ
の
日
く
ら
し
』）。

交
番
脇
の
小
路
を
北
へ
一
五
〇

ｍ
程
行
く
と
、
月
見
里
神
社
が

あ
り
、
そ
の
向
え
側
に
小
川
国

夫
の
通
っ
た
④
藤
枝
聖
母
幼
稚

園
が
あ
り
ま
す
。

　

再
び
旧
街
道
に
戻
り
交
番
か

ら
東
に
一
〇
〇
ｍ
程
進
む
と
神

明
神
社
が
あ
り
、
⑤

「
小
説
藤

枝
梅
安
の
生
地
」
と
い
う
看
板

が
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
社

近
く
で
生
ま
れ
た
の
が
現
代
詩

人
で
Ｈ
氏
賞
を
受
賞
し
た
江
代

充
。「
降
ろ
さ
れ
た
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
前
で
な
が
い
間
雨
を
見
遣
り

け
る
粉
川
長
者
と
大
蛇
の
伝
説

が
あ
り
、
室
町
・
戦
国
期
に
は

『
正
広
日
記
』『
宗
長
手
記
』
な

ど
の
文
学
作
品
に
登
場
し
ま
す
。

ま
た
小
川
国
夫
の
『
悲
し
み
の

港
』
や
『
二
少
女
』
な
ど
の
作

品
に
も
登
場
し
ま
す
。
美
術
評

論
家
の
石
子
順
造
が
こ
こ
に
眠

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
の
総
鎮
守
飽
波
神

社
の
あ
る
岡
出
山
は
、
中
腹
に

通
称
㉗
お
天
神
さ
ん
、
菅
原
道

真
の
天
満
宮
が
鎮
座
し
て
い
ま

す
。
『
三
人
の
母
』
を
著
し
た
書

家

・
沖
六
鵬
が
よ
く
手
を
合
わ

せ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら

長
楽
寺
へ
抜
け
る
途
中
、
市
立

図
書
館
裏
側
か
ら
長
楽
寺
ま
で

坂
道
が
続
き
そ
の
鞍
部
が
㉘
打

太
郎
義
家
が
松
に
絡
ん
だ
藤
の

花
を
見
て
詠
ん
だ
歌
が
地
名
の

由
来
と
伝
え
ら
れ
る
神
社
で
す
。

「
松
に
花
咲
く
藤
枝
の
一
王
子

／
宮
居
ゆ
た
か
に
／
い
く
千
代

を
辺
」。
こ
の
辺
り
に
は
歌
人
・

櫻
井
淑
の
若
き
日
の
職
場
が
あ

り
ま
し
た
。
神
社
を
五
〇
ｍ
東

に
行
く
と
旧
藤
枝
町
役
場
跡
で

現
在
は
、
藤
枝
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
入
口
に
⑧
掘
川

が
あ
り
ま
す
。
小
川
国
夫
の
『
放

蕩
息
子
』
や
エ
ッ
セ
イ
の
『
鯉

好
き
』
に
登
場
し
ま
す
。

　

再
び
、
旧
街
道
に
戻
り
、
長

楽
寺
地
区
に
入
り
ま
す
。
し
ば

ら
く
進
ん
だ
左
手
、
蓮
生
寺
の

手
前
に
⑨
藤
枝
だ
る
ま
店
が
あ

り
ま
す
。
明
治
時
代
、
焼
津
へ

色
の
家
並
み
が
彼
の
町
だ
っ

た
」
や
「
神
社
の
境
内
を
横
切

っ
て
行
っ
た
。
樟
の
大
木
の
下

で
、
し
ば
ら
く
葉
影
を
身
に
ま

つ
ら
わ
せ
て
い
た
。
爽
や
か
に

空
気
が
流
れ
て
い
た
」「
町
の

ほ
ぼ
中
央
に
あ
る
丘
で
す
。
椎

や
松
や
樟
の
根
か
た
に
、
す
き

間
だ
ら
け
の
歯
の
よ
う
に
墓
が

散
ら
ば
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」
と
幻
聴
の
発
信
地
を
追
い

か
け
る
主
人
公
が
登
場
し
ま
す
。

　

国
道
一
号
線
沿
い
に
あ
る
㉙

藤
枝
警
察
署
は
、
昔
タ
バ
コ
を

売
っ
て
い
て
、
小
川
国
夫
は
よ

く
買
い
に
来
た
と
い
い
ま
す
。

　

伝
説
の
池
、
㉚
青
池
は
、
そ

の
藤
枝
警
察
署
の
隣
り
。
今
は
、

大
蛇
の
出
現
を
思
わ
せ
る
よ
う

や
っ
て
来
た
小
泉
八
雲
は
こ
の

ダ
ル
マ
大
変
気
に
入
り
、「
八
雲

ダ
ル
マ
」
と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
先
右
手
に
小
川
国
夫
が

『
長
い
町
』
で
「
藤
枝
宿
も
東

海
道
に
沿
っ
て
長
い
。
人
呼
ん

で
ふ
ん
ど
し
町
。
そ
の
ま
ん
中

に
長
楽
寺
と
い
う
地
区
が
あ
り
、

そ
の
さ
ら
に
ま
ん
中
に
私
の
家

が
あ
る
。」
と
書
い
た
⑩
小
川

国
夫
の
家
が
あ
り
ま
す
。
作
家

立
原
正
秋
も

『
合
わ
せ
鏡
」
で
、

親
交
の
あ
っ
た
小
川
国
夫
の
縁

で
主
人
公
知
也
を
鎌
倉
か
ら
藤

枝
へ
移
り
住
む
設
定
で
構
想
し

「
知
也
は
、
藤
枝
に
借
り
た
家
を

見
た
わ
け
で
は
な
い
。
近
く
に

手
頃
な
空
家
が
あ
っ
た
か
ら
借

り
て
お
い
た
。
と
の
小
川
の
手

紙
で
、
そ
れ
で
は
越
そ
う
か
と

決
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」

と
書
い
て
い
ま
す
。

　

街
道
を
挟
ん
で
小
川
国
夫
邸

の
前
に
は
⑪
蓮
生
寺
が
建
っ
て

い
ま
す
。
平
家
物
語
「
敦
盛
の

最
後
」
の
一
節
に
登
場
す
る
熊

谷
次
郎
直
実

（
蓮
生
房
）
が
関

東
下
向
の
際
に
福
井
長
者
の
邸

に
立
ち
寄
っ
た
こ
と
が
縁
で

開
か
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
江
戸
時
代
に
は
田
中
城
主

本
多
家
の
菩
提
寺
と
な
り
、
本

多
家
寄
進
の
山
門
や
鐘
楼
が
残

り
、
童
謡
詩
人
⑫
加
藤
ま
さ
を

の
顕
彰
碑
も
有
志
に
よ
っ
て
こ

こ
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
作
家
岡
本
か
の
子
は

『
東
海

道
五
十
三
次
』
で
「
熊
谷
蓮
生

房
が
念
仏
を
抵
当
に
入
れ
た
と

い
う
そ
の
相
手
の
長
者
の
邸
跡

が
今
は
水
田
に
な
っ
て
い
て
、

早
苗
が
や
さ
し
く
風
に
吹
か
れ

て
い
る
の
を
見
に
寄
っ
た
」
と

描
い
て
い
ま
す
。

　

蓮
生
寺
の
裏
手
に
は
、
周
囲

約
一
、五
km
の
⑬
蓮
華
寺
池
公

園
が
あ
り
、
都
市
公
園
と
し
て

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
池
畔
に

は
、
⑭
藤
枝
市
郷
土
博
物
館

・

文
学
館
が
あ
り
、
⑮
藤
枝
静
男

文
学
碑
も
建
っ
て
い
ま
す
。
小

川
国
夫
や
藤
枝
静
男
に
は
こ
の

蓮
華
寺
池
が
舞
台
に
な
っ
た
作

品
や
随
筆
も
多
く
、
二
人
の
文

学
の
発
生
地
と
言
っ
て
い
い
場

所
で
、
小
川
国
夫
の
散
歩
コ
ー
ス

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

蓮
華
寺
池
公
園
の
正
面
入
口
付

近
に
、
藤
枝
静
男
の
母
校
⑯
藤

枝
小
学
校
が
あ
り
ま
す
。

　

白
子
商
店
街
の
中
央
に
あ
る

小
川
国
夫
の
母
校
⑰
藤
枝
東
高

校
の
中
庭
に
は
創
立
六
十
周
年

記
念
に
建
立
さ
れ
た
⑱
小
川
国

な
面
影
は
あ
り
ま
せ
ん
。
昭
和

三
五
年
、
藤
枝
静
男
は
上
伝
馬

の
知
人
宛
て
葉
書
に
、「
先
日

青
池
を
通
り
、
子
供
の
頃
気
味

の
悪
か
っ
た
場
所
が
カ
ラ
ッ
と

し
た
道
路
に
な
っ
て
い
た
の
を

見
て
驚
愕
致
し
ま
し
た
」
と
書

い
て
い
ま
す
。
こ
の
池
も
藤
枝
・

小
川
作
品
に
登
場
し
ま
す
。

　

国
道
を
越
え
南
へ
進
む
と
加

藤
ま
さ
を
の
母
校
、
田
中
城
跡

に
建
て
ら
れ
た
㉛
西
益
津
小
学

校
に
出
ま
す
。
入
口
に
、㉜
「
月

の
沙
漠
」
詩
碑
が
同
窓
生
に
よ

り
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

 　
ま
た
、
藤
枝
市
役
所
か
ら
西

に
一
〇
〇
ｍ
ほ
ど
行
っ
た
角
に

小
川
国
夫
が
長
年
通
っ
た
㉝
喫

茶

・
マ
リ
ン
バ
が
あ
り
ま
す
。

／
広
い
四
つ
辻
を
隔
て
た
向
か

い
側
に
い
て
わ
た
し
の
近
隣
や

木
と
い
っ
て
周
囲
に
な
じ
ん
で

い
る
」（
『
小
さ
な
辻
に
て
』）

神
明
神
社
か
ら
一
〇
〇
ｍ
行
く

と
左
手
に
古
刹
の
洞
雲
寺
が
あ

り
、
手
前
の
同
寺
の
駐
車
場
に

か
つ
て
映
画
館
の
⑥
壽
館

（
松

竹
館
）
が
あ
り
ま
し
た
。
藤
枝

静
男
の

『
或
る
年
の
冬
或
る
年

の
夏
』
に
は
、「
細
長
い
町
の

中
心
部
に
あ
る
映
画
館
に
向
か

っ
て
歩
い
て
行
っ
た
。
／
せ
ま

い
自
転
車
場
を
前
に
ひ
か
え
て
、

モ
ル
タ
ル
二
階
建
て
の
映
画
館

は
あ
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。

　

洞
雲
寺
手
前
の
路
地
を
入
っ

て
一
〇
〇
ｍ
程
の
所
に
⑦
若
一

王
子
神
社
が
あ
り
ま
す
。
八
幡

越
と
呼
ば
れ
て
い
て
、
こ
の
一

帯
は
小
川
・
藤
枝
作
品
に
数
多

く
登
場
し
ま
す
。

　

藤
枝
静
男
は
『
空
気
頭
』
や

『
或
る
年
の
冬
或
る
年
の
夏
』

で
「
低
い
瘤
の
頂
上
は
平
ら
に

整
地
さ
れ
て
い
て
中
央
に
日
露

戦
争
役
の
忠
魂
碑
が
た
か
く
そ

び
え
」
と
か
「
真
中
あ
た
り
に

鉄
鎖
で
囲
ま
れ
た
忠
魂
碑
が
そ

び
え
て
い
て
、
あ
ま
り
広
く
な

い
平
地
の
ま
わ
り
は
茶
畑
に
な

っ
て
い
る
」
と
丘
を
描
い
て
い

ま
す
。

　

小
川
国
夫
も
『
異
郷
の
駅
』

や
『
青
銅
時
代
』
で
こ
の
丘
を

登
場
さ
せ
て
い
ま
す
。
ま
た［
ハ

シ
ッ
シ
・
ギ
ャ
ン
グ
』
で
「
足

の
下
に
、
街
道
に
寄
生
し
た
灰

上伝馬
千歳

岡出山益津

小坂
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白子
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藤枝東高校

養命寺

泉屋呉服店

喫茶葦

小川国夫文学碑

大正亭
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正定寺

勝草橋
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青池
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藤枝警察署

●

田中神社

加藤まさを
詩碑

西益津小学校

静岡銀行

→
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岡

←
至島
田
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●
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⑮藤枝静男文学碑

⑱小川国夫文学碑
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⑤小説藤枝梅安の生地

藤枝文学散歩
〜藤枝宿を歩こう〜

★
★
★
★
★
★
★
★
★

　川端康成文学賞受賞作の小川国夫の「逸民」には、
「池の回りを歩いていて、鵞鳥と睨み合っている青

年に出くわしたことがあった」「池では、水鳥の鳴
き声も葦の騒ぎにまぎれていた。柚木は水辺をし
ばらく行き、丘を登って行った」とあります。また、
藤枝静男の「沼と洞穴」には「蓮華寺池は町のはず
れに近い、三方を丘に囲まれて、岸近い水面を蓮と菱でびっしり覆われた周囲
約半里の沼である」と現在の公園化される前の様子が見事に描かれています。
　またこの池は、昔は、へら鮒釣りでは有名で、全国から来るへら鮒釣り仲間
の中に、室生犀星の娘・朝子もおり、彼女はこの池に来た時の情景を「蓮華寺
池は、私が名前から想像していたと同じで、小丘に囲まれて静かな優しい池であっ
た」と、エッセイに残しています。

文学舞台としての【蓮華寺池公園】

　 昭 和2年12月21日、 藤 枝
市本町に生まれました。青
島小学校5年生の時肺結核
に罹り、2年遅れて卒業しま
した。志太中（藤枝東高校）、
旧制静岡高等学校、東京大

学と進み、在学中の昭和28年「近代文学に「東
海のほとり」を発表しました。同年渡仏し、パ
リ、グルノーブル大学に留学。その間に北アフ
リカ・イタリア・ギリシャなどへ単車旅行を重ね、
作家として生きる道を探りました。昭和31年帰
国。昭和35年、郷里藤枝に帰り創作活動に専
念しました。平成17年日本芸術院会員。同20
年没。代表作に「アポロンの島」「或る聖書」「逸
民」「悲しみの港」などがあります。

【小川国夫】（作家）

　明治40年12月20日、藤枝市市部に勝見薬局の次男
として生まれました。大正9年、藤枝町立藤枝尋常高
等小学校卒業。上京して成蹊実務学校から第八高等
学校を経て千葉医大へ進み眼科医となりました。戦
後、浜松市にて開業のかたわら創作活動を続けまし
た。平成５年4月16日没。代表作に『犬の血』「凶徒

津田三蔵』「一家団欒」「空気頭」「悲しいだけ」「愛国者たち」（平林た
い子賞）「田紳有楽（谷崎賞を受賞）など。

【藤枝静男】（作家）

　明治30年、志太郡西益津村に生まれました。西益津尋常高等小学
校卒業後、上京。早稲田中、立教大学へと進みました。大正12年に
発表された『月の砂漠』は、佐々木すぐる（浜松市出身）の美しいメロディ
ーを得て全国に流れ、国民的詩人といわれるようになりました。少女
雑誌や講談社絵本の挿画や装帳を数多く手掛け、竹下夢二などと並
び称される抒情画家となりました。昭和52年没。

【加藤まさを】（詩人・画家）

藤
枝
は
文
学
の
町
で
す
。
加
藤
ま
さ
を
、
藤
枝
静
男
、
小
川
国

夫
と
い
っ
た
作
家
が
生
ま
れ
育
ち
、
そ
の
文
学
の
足
跡
が
街
の

中
に
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
藤
枝
の
文
学
と
作
家
の
営

み
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
、
平
成
十
九
年
に
は
、
蓮
華

寺
池
公
園
に
藤
枝
市
文
学
館
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

藤
枝
の
街
を
文
学
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

参考文献
東海道藤枝宿文学マップ

（藤枝文学舎を育てる会）
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2010 年（平成 22 年）1 月 25 日　むるぶ　-7- 2010 年（平成 22 年）1 月 25 日　むるぶ　-6-

編集後記

月刊むるぶ編集部
〒 426-0041　静岡県藤枝市高柳 1 丁目 18-23

紙面に関するご意見や情報提供、広告のお問い合わせは、
054-635-4651 (共立印刷内)
murubu@kpnet.co.jp
または、右記の新聞販売店までお願いします

㈱藤枝江﨑新聞店　TEL 054-641-0537 
㈱薮崎新聞店・育伸社　TEL 054-641-0053
いけたに新聞店　TEL

 054-643-1000㈹ 

　今月の特集は、文学散歩。文学碑などがな
ければ、全くわからないスポットが市内には数
多くあります。こうした街の風景に隠れた歴史
や云われを知っていると、藤枝の街の味わいが
一層増してきます。是非、むるぶを片手に巡っ
てみて下さい。あなたにしか見えない藤枝の風
景が発見できるかもしれません。（風雲子）

FM島田「情報ランチ」水曜12：30（76.5）
むるぶのバックナンバーは、藤枝市内の
図書館３館で閲覧できます。

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，あなたの県内名物･名所を教えてください。
６，あなたのおすすめのランチと店名
７，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，官製はがきまたは、ＦＡＸでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。
お願い：おはがきに無記名の方がいらっしゃいます。

　　必ずご確認下さい。

■先月の答えは 二拍手 でした。
　

◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　共立印刷㈱内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
◆締め切り　2月５日㈮
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

◆今月の記事からクイズ
中山金作の碑がある場所は

〇 〇 〇 〇 公 園（漢字4字）

　官製はがき（FAXの方は便箋など）にクイズの答え
をお書き頂き、アンケートにもお答え頂ければ幸いで
す。正解者の中から抽選で、BiVi藤枝の映画館
（「藤枝シネ・プレーゴ」）でお好きな映画が鑑賞
できるシネマ招待券をプレゼントします。ご応募
をお待ちしています。

住宅ローンのプロ（ファイナンシャルプラン
ナー）が、賃貸住宅から持ち家への脱出法
をわかりやすくお教えします！

※当日ご来場できない
方には資料請求を受
け付けております。

100年に一度の家を買うチャンス！
住宅ローンセミナー開催

リフォームスタジオリフォームスタジオ
ホームケア

〒426-0031　藤枝市築地834-1
TEL.0120-47-3750

2月14日㈰
PM1:00~PM3:00日時

会場リフォームスタジオホ－ムケア
リフォームスタジオ
ホ－ムケア

要予約
入場無料



第1部第1部
第2部第2部

7日（日） 11日（祝） 14日（日） 21日（日） 28日（日）
外　科

内　科
・
小児科

9:00～17:00

9:00～17:00

眼　科

耳鼻科

その他

歯　科

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

7日（日） 11日（祝） 14日（日） 21日（日） 28日（日）
西井胃腸科外科
（高柳）
☎637･0610

よしだ整形形成外科医院
（小石川町四）
☎645･9200

匡ペインクリニック
（駅前一）
☎646･7261

ほしのクリニック
（岡部町内谷）
☎667･0100

大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）
☎637･0610

〈内〉高橋医院
（下青島）
☎647･0370

〈内・小〉櫻井医院
（焼津市上新田）
☎622･0122

〈内・小〉高洲早川クリ
ニック（与左衛門）
☎636･0021

〈内〉大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500

〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
☎647･7077

〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
☎641･0651

〈内〉鈴木内科医院
（茶町四）
☎644･6960

〈内〉ハラダ城南医院
（田中三）
☎647･1234

〈内〉水上内科クリニック
（高柳二）
☎634･1200

〈内・小〉菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
☎641･2903

〈内・小〉朝比奈診療所
（岡部町新舟）
☎668･0272

〈内〉ほしのクリニック
（岡部町内谷）
☎667･0100

〈内・小〉入交医院
（大手二）
☎641･0135

きむら眼科
（焼津市上新田）
☎622･5811

小川眼科医院
（本町二）
☎641･0160

あまの耳鼻咽喉科クリニック
（田中三）
☎646･3313

八楠耳鼻咽喉科
（焼津市八楠）
☎629･5566

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
☎635･8687

仲神医院
（焼津市中新田）
☎623･0805

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）
☎641･5318

〈皮〉みやけ皮膚科
（前島二）
☎634･4112
ふくだ歯科医院
（青葉町三）
☎637･1101

原歯科医院
（大洲二）
☎636･1900

モチヅキおかべ歯科ク
リニック（岡部町内谷）
☎648･0071

おおいし歯科医院
（立花二）
☎645･2251

はせがわ歯科
（益津下）
☎647･2500

2月の休日緊急医 注）当番医が変更になる場合があります。
当日、電話確認の上、お出掛け下さい。

ところ/瀬戸新屋362-1　診療科目/内科・小児科　診療時間/19:30～23:30

054-644-0099 ※焼津の診療時間は8:30～17:00

主催・申込先／（財）藤枝市勤労者福祉サービスセンター★お電話、FAX、E-mailにてお申込み下さい。整理券をお渡し致します。★お電話、FAX、E-mailにてお申込み下さい。整理券をお渡し致します。
E-mail　f-c-sc1@ny.tokai.or.jp　TEL　054-645-2044　FAX　054-646-6718E-mail　f-c-sc1@ny.tokai.or.jp　TEL　054-645-2044　FAX　054-646-6718

講演会生きいきライフ

春風亭柳朝春風亭柳朝
真打ち真打ち

13：30～14：3013：30～14：30 14：45～16：0014：45～16：00

知って得する知って得する
社会保険と税金のお話

講師：安 藤  絵 理
（1級FP技能士）

入 場 無 料
★第2部からの入場はできません。★第2部からの入場はできません。

落語寄席落語寄席

古今亭志ん公古今亭志ん公
■藤枝市西益津出身

申し込みが必要です
定員 200名

定員になり次第締め切ります。

開催日開催日 2月28日㈰2月28日㈰ 開場 13：00　
開演 13：30
開場 13：00　
開演 13：30

小杉苑会場会場 藤枝市青木2-2-48
☎054-641-3321 ■静岡市駿河区出身


